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ヒルミ　　　 ： 高校最終学年になり就職について考えたとき、 希望の給与や条件を叶える

　　　　　　　　ことがインドネシアでは難しいと思いました。 良い仕事の求人は少なく、 もし

　　　　　　　　就職出来たとしても賃金の低い会社になってしまう、、 私は満足のいく賃金

　　　　　　　　を貰いたくて、 日本に来ることを決めました。

アンディカ ： 私はもともとアニメが大好きで、 ずっと日本を夢見て憧れていました。 インド

　　　　　　　　ネシア人が高い国外へ仕事をしに行くとき、 いくつか国の選択肢があります

　　　　　　　　が、 私にとっては日本以外は考えられませんでした。

この News letter はこれまで名刺交換をさせて頂いた皆様にお送りしています。

デワンさん、ラファエルさん

ヒルミさん、アンディカさん特定技能
飲食料品製造業人材

【なぜ日本で働こうと思ったのか？】
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Voice ２０

日本の衛生管理や安全基準はレベルが高く驚きました。 日々、 学んでいます。

【現在の職場はどうですか？】
ラファエル ： 職場の皆さんは親切な人ばかりで、 いつも助けられています。 良い環境

　　　　　　　　を貰って、 本当に感謝しています。

デワン      : 安全第一を大切にしている会社なので、 安心して仕事をすることができま

　　　　　　　　す。

アンディカ ： 仕事を始める前と終わった後にはミーティングもありますから、 わからない

　　　　　　　　ことも質問しやすい環境です。 まわりの皆さんのおかげで、 仕事もスムー

　　　　　　　　ズに覚えることができました。



受付時間9:00～18:00(土日祝日を除く)

〒733-0821
広島県広島市西区庚午北1-17-23
グローバルソリューション事業部
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　【支援機関のマリモについての印象は？】

株式会社土佐マリンベース

今西 博 様、中越 竜夫 様、竹内 恵美 様 

マリモさんを通じて、4名のインドネシア特定技能人材の方々に現在就業してもらっています。日本語については皆さん、一生懸命

理解しようとしてくれますし、積極性もあります。わからない時も、『わからない』と伝えてくれます。初めての外国人採用でしたが、入社     

                                                                   当初からマリモさんが細かいところまでフォローしてくれています。人材の息抜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 きとして、レクリエーションなどもやってくれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       日本人・外国人に関わらず、従業員の方のモチベーションを保つには、私た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　 ち雇用主側が工夫していくことも必要だと考えています。日本人の人材確保   

                                                                    が難しくなってきている今、今後は更に多くの外国人材の方にちからを貸し

                                                                   ていただくことになるのではないかと思っています。まだ受入れをスタートした        

                                                                   ばかりなので、今後もマリモさんと協力し試行錯誤しながら、適切なマネジメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ント方法を確立させていきたいと考えています。

外国人雇用に関する事は marimoHR

アンディカ ： マリモは人材をとても大事にしてくれる支援機関だと思います。 働きに来るために費用がかからなかったこと

　　　　　　　　に本当に感謝しています。 日本で仕事を探すとき、 仲介の送り出し機関などに高額な費用を払うケースは

　　　　　　　　とても多いです。

ヒルミ       ： 日本に働きに来ると決めたものの、 不安はたくさんありました。 入国前後はマリモのインドネシア人社員の

　　　　　　　　方々が親身になって対応してくれたおかげで、 不安なく入国することができました。 マリモは私にとって最

　　　　　　　　高の支援機関です。

皆様からご支援をいただき、この度北海道倶知安町にも新たな営業所を

開設する運びとなりました。併せて、ホテルの客室清掃請負事業を開始い

たしました。企業様、人材の皆様のタイムリーなフォローができるように、以下

の住所地に営業所をオープンしました。今後も皆様のお役に立てるよう、精

一杯努力いたしますので、何卒よろしくお願いいたします。                                                                        

【ニセコ営業所】

〒044-0045

北海道虻田郡倶知安町南十一条西1丁目37番地5 ドレミハウス F室

北海道ニセコに営業所をオープン＆客室清掃請負事業をスタートしました！

　【日本の印象は？】

ラファエル ： 日本語は奥が深い複雑なものです。 同じセリフでも、 場面によってニュアンスが変わり、 意味も変わること

　　　　　　　　があります。 ときには日本人スタッフに伝わらないこともあれば、 誤解してしまうこともあります。

デワン      ： 私たちはイスラム教なので豚を食べてはいけないのですが、 日本ではスナック菓子なども含めて多くの食

　　　　　　　　べ物に豚が入っているので、 食べ物を買うときには注意が必要なので、 その点は大変です。

ヒルミ　　　 ： 日本の賃金はインドネシアと比べると高いので嬉しいのですが、 給料を貰えば貰うほど税金などの支払いも

　　　　　　　　多くなるところは大変だと感じています。

アンディカ ： 私は憧れの日本に来ることができたので全てに満足しています。 困っていることが思いつきません！ ( 笑 )

0800-222-0740


